
9月24日（水曜日），第8回（理系第4回）チャレンジ講座を実施しました。
今回は，理工学部の坊 向伸 隆先生に「複素数平面とEuclid幾何学」という

ぼうむきのぶたか

題目で講義をしていただきました。

今回の講義では，2次元Euclid幾何学（平面幾何学）と複素数平面の関係
について考察しました。2次元Euclid幾何学とは，平行移動，回転移動，対
称移動によって不変に保たれるものを研究する学問です。

講義の前半では，複素数の演算や記号の意味を学び，平面幾何
学の操作が複素数平面ではどのように表現できるかを確認しまし
た。具体的には，平行移動は複素数の加法，回転移動は単位複素
数との乗法，対称移動は共役な複素数として表されることがわかり
ました。

講義の後半では，これらの移動がすべて距離を保つ写像であるこ

とから，「２点の距離を保つ写像 は, この3種類の移
動を組み合わせたものに限るのか」という問いを考察しました。距

離の不変性の条件をもとに，最終的に は， また

は の形で表されることがわかりました。

は，点 zを回転移動と平行移動した点であり，

は，点 zを対称移動した点 zを回転移動と平行移動
した点であることから，2点の距離を保つような写像
は, この3種類の移動を組み合わせたものに限ることが証明できま
した。

高校数学で学んでいる知識が，より深い数学につながっているこ
とを実感できた講義でした。

今回の記事（講義概要）は，中津北高校が担当しました。

今回の講座にはオンラインで17校124名の高校生が参加しました。感想の一部を紹介します。

○高校では学べないところを教えてもらえて面白かった。
○大学の内容を聞くことができたしわかりやすかったのでとてもよかった。
○まだわからないことが多かったけれど，これから学んでいくことについて知れたのでよかっ
たです。

○複素数やグラフの移動と関連があったと知り興味深かった。
○とても刺激的な講座でした。
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